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令和８年３月森町議会定例会会議録 

 

１  招 集 日 時 令和８年３月２３日（月）    午前９時３０分 

 

２  招 集 場 所 森町議会議事堂 

 

３  開会・開議 令和８年３月２３日（月）    午前９時３０分 

 

４  応 招 議 員 

 

１番議員 榊󠄀 原 雄 太   ２番議員 小 澤 由 彦 

３番議員 髙 木 幸 広   ４番議員 佐 藤 嘉 彦 

５番議員 鈴 木 哲 司   ６番議員 清 水 健 一 

７番議員 佐 藤 明 孝   ８番議員 川岸和花子 

９番議員 岡 戸 章 夫   10番議員 加 藤 久 幸 

11番議員 中根信一郎   12番議員 西 田  彰 

 

５  不応招議員 なし 

 

６  出 席 議 員 応招議員に同じ 

 

７  欠 席 議 員 なし 

 

８  地方自治法第 121条の規定に基づき議場に出席した者の職氏名 

 

町 長 太 田 康 雄  副 町 長 村 松  弘 

教 育 長 野 口 和 英  総 務 課 長 平 田 章 浩 

危機管理課長 鈴 木 知 寿  政策企画課長 鈴 木 勇 登 

財 政 課 長 鈴 木 俊 久  税 務 課 長 長 野  了 
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住民生活課長 森 下 友 幸  福 祉 課 長 中 村 貢 

健康こども課長 朝比奈礼子  産 業 課 長     栗 田 俊 助 

建 設 課 長 緩 鹿 英 文  定住推進課長 鈴 木 孝 佳 

上下水道課長 小 坂 一 郎  会 計 課 長 榊󠄀 原 一 嘉 

学校教育課長 塩澤由記弥  社会教育課長 三澤由紀子 

病院事務局長 朝比奈直之 

 

９  職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 

議会事務局長 岩 井 秀 司  議 会 書 記 森 下 幹 子 

            

10 議事日程 

 

―――――― 報告事項 

        専決処分の報告について 

―――――― 一般質問 

 

11  会議に付した事件 

   議事日程に同じ 

 

 

 ＜議事の経過＞ 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

（ 中根信一郎 君 ）出席議員が定足数に達しておりますので、

これから本日の会議を開きます。 

 それでは、日程に入ります。 

 日程第１、「報告事項」について、町長から「専決処分の報告に

ついて」報告が来ております。 

 サイドブックスに掲載のとおりでございますので、御了承願い

ます。 

 日程第２、一般質問を行います。 
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１番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通告の順番に発言を許します。 

 １番、榊󠄀原雄太君。 

 質問は一問一答方式です。 

 登壇願います。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）通告どおり、一問一答方式にて、町長に伺

います。 

 質問事項は、「森町におけるクレドの導入について」です。パワ

ーポイントを扱いながら、クレドはなかなか馴染みのない概念で

もありますので、説明をしながら質問させていただきたいと思い

ます。 

 次のスライドをお願いします。 

それでは、そもそもクレドとは何かというところから説明をし

たいと思います。クレドとは、組織が大切にする価値観、使命、行

動基準のことを言います。その特徴として、具体的に現場で職員

が住民と接する場面、いわゆる真実の瞬間と言われるところです。

住民と接する場面、真実の瞬間の時に行動の判断基準として機能

するものです。クレドというのはボトムアップで組織文化を形成

するものでもあります。職員全員で共有するという特徴がありま

す。つまり、行動する場合のいわば心の羅針盤となるもの、これ

がクレドです。 

次のスライドをお願いします。 

 よくある理念、行動指針、クレドの違いについてです。理念は、

組織の存在目的そのものです。少し抽象的なものになります。行

動指針は行動のルール、どちらかというと上から下、トップダウ

ンで決められるものが、行動指針といったイメージがあります。

価値観、使命、行動指針との違いは、クレドはボトムアップで職

員自らが作っていくもの、こういったところがクレドの特徴、ク

レドはボトムアップ、行動指針はトップダウン、こういった特徴

があります。つまりクレドは行動できる理念。また繰り返しにな

りますが、心の羅針盤ということになります。 
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次のスライドをお願いします。 

 行政においてなぜ今クレドといったものが注目されているの

か、これは行政を取り巻く変化にあります。住民ニーズの多様化、

価値観の多様化により、行政サービスへの期待が拡大しておりま

す。それに対応していかなければならないという期待がございま

す。また、職員の人数の減少、限られた人数で質の高い行政運営

が必要となってきます。これには職員一人一人の判断基準が必要

となってくる、こういった背景があります。また、顧客との接点

において、カスタマーハラスメントの増加といったものが、企業

だけではなく、行政においても言われております。窓口対応の負

担が増大しているということでございます。また、判断の難しい

行政課題が先ほど言いましたが真実の瞬間、住民と接している、

そういった場面で前例のない課題への対応といったものが職員に

求められる、こういったところ、行政を取り巻く変化、ここから

職員の共通の価値観が必要になってきている、こういった背景が

ございます。 

次のスライドをお願いします。 

こういった背景の下、行政におけるクレドの導入といったもの

が進んでおります。具体的には、前橋市、神戸市、郡山市、高松

市、まだ多数行政の市で導入事例がありますが、また福井県、県

単位でクレドの導入をしている県もあります。導入の事例といた

しまして、前橋市の例を挙げさせていただいております。これも

行動指針と似て非なるものといったところで、やはり職員目線で

職員が自ら作ったものといったことをニュアンスから読み取って

いただけるのではないかなと思っています。 

 少し読み上げます。今と未来の市民を笑顔にするため。１、市

民目線を追求します。２、未来を想像し、一歩を踏み出します。

３、チームで知恵と力を出し合います。４、互いに尊重し合い、心

地よい空間をつくります。 

次のスライドをお願いします。 
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議  長 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上を踏まえまして、４点ほど質問をさせていただきます。 

 森町における職員の行動指針や価値観を明文したものはある

か。 

 ２番目といたしまして、マニュアルでは対応しきれない、住民

対応や判断する場面における価値判断基準はあるか。 

 ３番目として、クレド策定が、職員の判断能力向上や住民サー

ビスの質の向上につながると考えるが、町の見解はどうか。 

 ４番目といたしまして、職員参加型での作成が人材育成や理念

の浸透につながると考えるが、クレドを策定することを検討する

余地があるか。以上４点について伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）榊󠄀原議員の御質問にお答えいたします。 

 議員御案内のとおり、近年、行政課題が複雑化し、マニュアル

どおりでは対応できない事案が増え、また、不祥事防止や倫理強

化の観点からも、それらに対応する取組の必要性は高まってきて

いると感じております。 

 榊󠄀原議員の説明と一部重なるところがございますが、始めにク

レドについて申し上げますと、クレドとは、ラテン語で「信条」を

意味するもので、1943年にジョンソン・エンド・ジョンソンが「Ｏ

ｕｒ Ｃｒｅｄｏ・我が信条」としてＡ４用紙１枚の文章に、会

社の果たすべき社会的責任について具体的に明示して行動指針と

したのが現代的なクレドの始まりとされております。その後、日

本の民間企業でも、企業活動のグローバル化や多様なバックグラ

ウンドを持つ従業員と同じ価値観を共有することなども目的に加

わり、クレドが作られてまいりました。自治体においては、古く

から職員憲章や職員行動指針などを策定しているところはありま

したが、平成 20年代以降に少しずつクレドを策定する自治体が増

えてきております。 

 １点目の「住民対応において『大切にしているもの』を明文し

たものはあるか。」につきましては、住民対応に限定して明文化し
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議  長 

１番議員 

たものはございませんが、毎日の朝礼で町民憲章と挨拶の唱和を

行うことで、町民憲章を意識したまちづくりと住民対応において

気持ちの良い挨拶を心がけているところでございます。  

 ２点目の「マニュアルでは対応しきれない住民対応や判断する

場面における判断基準はあるか。」につきましては、議員御指摘の

とおり、社会情勢が複雑化し住民ニーズが多様化する中で、あら

ゆる事象を網羅したマニュアルを作成することには限界がござい

ます。判断基準として重要なことは、法令や条例の遵守や全体の

奉仕者としての公務員倫理にあると考えております。職員は、公

務員倫理について地方公務員法研修の中で理解をしており、この

研修はまずは採用時に実施し、その後、これまでの経験を踏まえ

て住民対応などで判断することが増える入庁７年目程度で改めて

実施しております。  

 ３点目の「クレド策定が、職員の判断力向上や住民サービスの

質の向上につながると考えるが、町の見解はどうか。」につきまし

ては、様々な場面で職員の判断が求められますが、基本は地方公

務員法第 32条にあるとおり「法令、条例、地方公共団体の規則及

び地方公共団体の機関の定める規程に従い、且つ、上司の職務上

の命令に忠実に従わなければならない」が根本にあり、上司であ

る課長や場合によっては町長の判断を仰ぐ必要があります。一方

で、住民サービスの質の向上といった観点では、クレドのような

価値判断を支えるものの策定は、有効であると考えます。  

 ４点目の「職員参加型での策定が、人材育成や理念の浸透につ

ながると考えるが、クレドを策定することを検討する余地はある

か。」につきましては、令和８年度策定予定の人材育成・確保基本

方針と通ずるところがあることから、職員参加型での策定につい

て検討してまいりたいと考えております。以上申し上げまして答

弁といたします。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）それでは答弁をいただいた内容について、
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議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

議  長 

１番議員 

 

 

 

再質問をさせていただきます。 

 まず１点目のところでございまして、職員の行動指針というと

ころで、毎朝、本当に基本である挨拶の唱和をしているというこ

とと、町民憲章を唱和して、それを職員に落とし込んでいるとい

った御答弁でございました。私もこの町民憲章は好きで、消防団

のときも会議の前では必ず唱和をして、この町民憲章といったも

のを中心にまちづくりをしていくといったことを消防団時代もや

っていて、本当にこの町民憲章というものが一つの行動の指針に

なるなとは感じております。具体的には住民の対応の場面、具体

的な現場において、その町民憲章と現場で対応する職員が実際に

行動する指針として、この町民憲章は少し理念的というか、上か

らの行動の指針になるものですから、なかなか考えて判断して行

動する指針としては少し難しいのかなと感じております。そうい

ったところで日々の住民対応、現場の場面でどの程度具体的な行

動にこの町民憲章が結びついているのか、職員自身が実感できて

いるのかといったところを町はどのように考えているかについて

伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章浩  君 ）総務課長です。 

 榊󠄀原議員の質問にお答えをさせていただきます。 

 町民憲章を毎朝唱和していながら仕事を始めさせていただいて

おりますけども、具体的な町民との対応につきましては、やはり

町民憲章だけでスムーズな住民対応ができるというところまでは

いけていないというようなことで理解をしております。現状とす

ると、そういった状況でございます。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）先ほどの答弁でもありましたが、行動指

針といったところは、また別途クレドで検討をする余地もあると

いったことでございましたので、それでは２番目の質問の再質問

に移らせていただきます。 
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議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マニュアルでは対応できない住民対応や判断といったところ

で、政令、条例、法令の関係、また職員倫理といったところが基準

となるといったところでございました。そこの、やはり職員倫理

といったところも、職員一人一人が法令の解釈等で、倫理という

と、やはり少しずれが出てくる場面があると思います。そうした

ずれを補正するというか、一つの価値判断基準に統合していくと

いったところにもそのクレドの役割といったものがございますの

で、そういった倫理といった場面も、職員自身が例えば先ほどの

朝礼とかで唱和する中で、クレドは企業での活用方法の一例を示

しますと、その唱和はそれだけじゃなくて、この意味がどういう

ことかというワークショップみたいな形で、朝礼で１分、２分共

有するといったところによって、その理念を浸透させるといった

使い方もございます。そういった中で、マニュアルでは対応でき

ない価値判断基準といったところで、そのクレドを落とし込むと

いったことを例えば策定された場合に、朝礼とかで活用するとい

ったことも考えていただけるのか、どうかをお伺いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章浩  君 ）総務課長です。 

 榊󠄀原議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 町において、クレドを作ったときに、朝礼で活用するかといっ

た質問かと思います。クレドにつきましては、町長が答弁してい

ますように、職員参加型での策定について検討してまいりたいと

いうことでございます。クレドを作ったときの活用方法につきま

しては、他市町を見たときに、カードを作って職員が携帯をし、

時々それを見るであるとか、パソコンの画面を立ち上げたときに

表示をするであるとか、執務室に掲示してあるとかというような

活用方法がホームページを見ると書いてございますので、そうい

ったことも含めまして職員にどういった方法が一番落とし込みや

すいかということを職員同士で検討しながら考えていきたいと思

います。以上です。 
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議  長 

１番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

総務課長 

 

 

 

 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）それでは質問の（２）、（３）については関

連をしますので、こちらについては了解をいたしました。 

 （４）の職員参加型での作成といったところで、ちょっとスラ

イドを移してください。 

これは仮に森町版のクレドといったものを私が考えて作ってき

ました。このようにクレドを作成するときには職員参加型でワー

クショップなり、いわゆるワイガヤといわれるような会議形態、

ワイワイガヤガヤ言いながら、本当に森町を良くするにはどうい

うことが必要だといったところを職員が考えながら作り上げてい

く、先ほども言いましたが、ボトムアップで作り上げていくとい

ったことが求められてきますが、そういったその職員参加型とい

ったところが非常に重要になるのですけども、次のスライドを移

してください。 

その職員参加型を基本としながら、作成して終わりではなくて、

それを運用してさらにそれを浸透させて、それを最終的には住民

サービスの向上にもつなげていかないといけないと、この関連性

が非常に重要になってきますので、こういったところも踏まえて、

先ほど職員参加型での作成といったところで人材育成確保の指針

の中と関連するといったところで、そういったところで職員の人

材の育成、そういった教育等どのように関係するのかといったと

ころをクレドの作成とその職員の人材育成の方針と、どのように

関連するのかといったところを具体的にお聞かせいただければと

思います。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章浩  君 ）総務課長です。 

 榊󠄀原議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 クレドと人材育成の関係でございますけども、町長の答弁にお

きましてそのような表現がございました。クレドにつきましては、

職員参加型で策定を考えているというものにつきましては、先ほ
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議  長 

１番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの再質問にもありました、職員が自分たちのものだということ

で、自分たちが作った、自分たちのものだ、これを実施していく

ということで、職員に落とし込む最も良い方法でもあると思って

おりますので、職員参加型で検討してまいりたいといったことで

答弁をさせていただきました。人材育成に関しましても、令和８

年度に人材育成確保基本方針を策定する予定です。その中で、町

としてどのような人材をどのように育成をしていくかといったこ

とを方針として策定をしてまいりますけども、そのクレドにおき

ましても住民対応の上から作った理念とか、上から押し付けられ

たものではなく、職員参加型で策定をし、それを実践することで

人材を育成していくというようなことになるということで、こち

らで考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）クレドの作成について前向きに、具体的

に考えていただいているということで了解をいたしました。 

 それでは次の質問に移りたいと思います。 

 二つ目の質問は、「森町におけるカスタマーハラスメント対策に

ついて」でございます。 

 近年、民間のみならず、自治体の窓口や窓口の電話での対応の

現場において、暴言、威圧的態度、長期間拘束、ＳＮＳによる誹謗
ひ ぼ う

中傷など、いわゆるカスタマーハラスメントが社会的な問題とな

っております。しかしながら、行政の現場では、住民対応という

性質上、どこまでが正当な要求で、どこまでが不当な要求なのか

といったところが民間以上に判断が難しい状況にあると思慮され

ます。つきましては以下について伺います。 

 一つ目としまして、町として、カスタマーハラスメントの定義

を明文化しているか。 

 二つ目としまして、町における過去３年間のカスタマーハラス

メントに該当する事案の件数やその内容について分かる範囲で教

えていただきたいと思います。 
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 三つ目といたしましては、悪質事案に対する対応の打切りや来

庁制限の基準は存在するか。 

 また、四つ目といたしましては、カスタマーハラスメント対応

指針などの策定を整備すべきと考えるが、町の見解について伺い

ます。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）榊󠄀原議員の御質問にお答えいたします。 

 議員御案内のとおり、近年、カスタマーハラスメントが社会的

な問題となっております。また、「労働施策の総合的な推進並びに

労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律等の一部

を改正する法律」が令和８年 10月１日から施行されることとなっ

ており、事業主はカスタマーハラスメント防止のための措置を講

じなければならないものとされております。  

 １点目の「町としてカスタマーハラスメントの定義を明文化し

ているか。」につきましては、近しいものとして、平成 30 年９月

に「不当要求行為等対応マニュアル」を策定しており、「不当要求

行為等」の定義を「威圧的・暴力的な言動等により故意に恐怖感

や不安感をあおる、職務の執行に対し、保全、秩序保持に支障を

きたす行為など」としております。しかしながら、カスタマーハ

ラスメントの定義は町としては現時点では明文化しておりませ

ん。  

 ２点目の「町における過去３年間のカスタマーハラスメントに

該当または相当する事案について」につきましては、カスタマー

ハラスメントに該当又は相当する事案の統計はございませんが、

実際にあった事案としては、長時間にわたる叱責や暴言、大声、

謝罪の強要のほか、備品の破損を受け警察に通報したケース、「役

場を辞めろ」「公務員失格」といった言葉を窓口で浴びせるケース、

酩酊
めいてい

状態で何度も電話をかけてくるケース、電話で「家に来い」と

強要するケース、ごねて自分の意見を通そうとするケースなどが

ございます。このほかにも役場の住民サービスにおいては、断り
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にくいことから相当数のカスタマーハラスメントが発生している

ことが考えられます。そのため、カスタマーハラスメント対策と

して、窓口の防犯カメラを３台、録音機能付きの電話機を３台設

置しております。  

 ３点目の「悪質事案に対する対応の打切りや来庁制限の基準は

存在するか。」につきましては、先に申し上げた「不当要求行為等

対応マニュアル」では、不当要求行為等への対応準備段階で、一

方的な要求を繰り返し、こちらの話を聞かない、何度断っても無

理な要求を突きつけてくる、話し合う姿勢を見せない、不当要求

行為自体が目的化しているなど、これ以上通常の対応では解決が

難しいと判断した場合は、対応を打ち切ることとしております。

また、不当要求行為対応に移行後、いくら説明しても相手が納得

しない場合、明らかに理不尽な要求を繰り返す場合などは、こち

らができることを言い続け、一定の時間が経過した時点で、対応

を打ち切ることとしております。最終的に組織的対応に移行した

場合には、住民の正当な権利行使であるものと判断されたものを

除き、話す内容が明らかに堂々巡りの平行線となっていると感じ

た時に最後の説明・説得を試み、それでも不当要求行為を繰り返

すようであれば、以後の交渉を打ち切り、要求を受け入れること

ができないことを組織としての最終回答として、相手方に伝える

こととしております。「不当要求行為等対応マニュアル」には来庁

制限についての規定はございませんが、対応の打切りを行っても、

なお職員への誹謗
ひ ぼ う

中傷・脅迫、居座り行為など、業務妨害行為をや

めないときは、以後の対応について弁護士へ移管することを検討

することとしております。また、脅迫、謝罪の強要、物を壊す、暴

力を振るうなど加害行為があった場合は、すぐに警察に通報する

こととしております。  

 ４点目の「町として『カスタマーハラスメント対応指針』など

を策定、整備すべきと考えるが、町の見解を。」につきましては、

近隣では袋井市が昨年３月に「カスタマーハラスメントに対する
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基本方針」を策定し、庁舎各フロアにカスタマーハラスメントに

対する基本方針に基づき対応する旨を記載した貼り紙もしてお

り、職員の安心感につながっていると感じていると伺っておりま

す。本町におきましても、令和８年度にカスタマーハラスメント

対応指針を策定し、明確な基準による毅
き

然とした対応を可能とし、

職員の精神的負担の軽減、仕事の意欲向上を図ってまいりたいと

考えております。また、策定に併せて全職員を対象としたカスタ

マーハラスメント研修を実施してまいります。 以上申し上げまし

て答弁といたします。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）（１）から（４）まで質問させていただき

ましたが、全て関連しますので、一括で再質問をさせていただけ

ればと考えております。 

 明文化したものについては、不当要求対応マニュアルが現在あ

るといったところだと思います。平成 30年９月に策定したものと

いったところで、そちらの対応だとまだそこまで、今のようにＳ

ＮＳが普及していたような状況ではなかったと思います。そうい

った中でＳＮＳでの誹謗
ひ ぼ う

中傷といったカスタマーハラスメントの

そういった対応に対しまして、この不当要求行為等対応マニュア

ルにはそこまで網羅しているのかどうかというところは確認して

いませんが、そのＳＮＳへの対応といったところについて今後ど

のように町はお考えになるかといったところについて伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章浩  君 ）総務課長です。 

榊󠄀原議員の質問にお答えします。 

 榊󠄀原議員おっしゃるとおり、不当要求行為等対応マニュアルの

中ではＳＮＳというような言葉は一切出てきておりません。ＳＮ

Ｓでの誹謗
ひ ぼ う

中傷につきましては、カスタマーハラスメント対応指

針の策定を令和８年度に予定をしておりますので、その中に記載

をしていきたいと考えております。以上です。 
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議  長 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 

（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）今答弁にありましたカスタマーハラスメ

ント対応指針を令和８年度に作成をしていくという考えであると

いったことでございました。その中で作成に対しまして、まず現

状の把握といったのが一番初めのスタートになると考えておりま

す。そういった中で職員に対する現状、カスタマーハラスメント

に近しいような状況に自分が感じたかどうかとそういったような

アンケート内容であったり、そういったものを聞く予定があるの

か。例えば他の市町でカスタマーハラスメントの対応指針を制定

したといったような場合、そこのアンケート結果について、公表

している市町もあります。そういった中でおおよそ 30パーセント

から 50 パーセントの職員がそういったケースを経験していると

いったような回答もございますので、やはり行政の現場において

は民間以上に厳しいような現状があるのかと考えておりますが、

そういった中で、そういった職員のアンケートを実施する予定が

あるのかどうかについて伺わせてください。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平 田 章 浩 君 ）総務課長です。 

榊󠄀原議員の再質問にお答えをします。 

 職員へのカスハラのアンケートについてということでございま

すけども、令和８年にカスタマーハラスメントの対応指針を策定

するということでございますけども、どういった方法でこの指針

を策定していくかといった内容については、まだ現在検討中でご

ざいまして、その中で職員へのアンケートをする、しないについ

てまだ決定をしていないといったような状況でございます。近隣

市町を含めまして、いろいろな市町の状況があるかと思いますの

で、そこら辺でそれぞれの市町に少しずつ質問をさせていただき

ながら参考にして、指針の策定をしていきたいと考えております。

以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、榊󠄀原雄太君。 
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（ 榊󠄀 原 雄 太 君 ）近隣市町、ほかの自治体の事例を参考に

しながら、森町らしいカスタマーハラスメント対策、森町におい

て住民のサービスにもつながる、先ほど御提案しましたクレドは

攻めのサービスで、カスタマーハラスメントは守りのサービスと

いったところの側面があると思っております。そういったところ

につきまして、町で具体的に考えていただけるといった御答弁で

したので、カスタマーハラスメント対策については了解をいたし

ました。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）引き続き一般質問を行います。 

 ３番、髙木幸広君。 

 質問は一問一答方式です。 

 登壇願います。 

（ 髙 木 幸 広 君 ）３番、髙木幸広でございます。 

 通告どおり質問をさせていただきます。 

 質問内容は「災害対応車両について」でございます。 

 大規模災害発生時には、断水や停電、トイレの不足、冷暖房の

欠如など劣悪な生活環境が長期化することによる災害関連死が大

きな課題となっております。また、高齢者や基礎疾患を持つ人の

健康状態が急激に悪化する事例は、過去の大規模災害でも繰り返

し指摘されてきました。森町のように、中山間地域を含み、災害

時に道路の寸断リスクがある地域にこそ、トレーラーハウスやキ

ッチンカー、トイレカーなどの活用が有効であると考え、以下の

３点をお伺いいたします。 

 （１）町でトレーラーハウスを整備し、平時は宿泊施設として

利用し、災害時には災害車両として活用してはどうでしょうか。 

 （２）国の災害対応車両登録制度を町として活用していく考え

はあるでしょうか。また、町内の企業に災害対応車両登録制度を

周知し、災害対応車両検索システム「Ｄ－ＴＲＡＣＥ」に登録を

呼び掛ける考えはあるでしょうか。 

 （３）災害対応車両について、近隣市町との連携はどのように
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なっているでしょうか。  

 以上３点、御答弁よろしくお願い申し上げます。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）髙木議員の御質問にお答えいたします。   

 １点目の「町でトレーラーハウスを整備し、平時は宿泊施設と

して利用、災害時には災害車両として活用してはどうか。」につい

てお答えいたします。 

 トレーラーハウスとはタイヤがついたシャーシの上に住居スペ

ースを設けたもので、けん引により移動することができる、いわ

ば「移動可能な家」とも呼べるものでございます。トレーラーハ

ウスには、キッチン、シャワー、トイレ、エアコンなどを備え付け

ることができるため、平時からオフィスや店舗、宿泊施設など、

幅広い用途で活用されており、災害時におきましても、災害ボラ

ンティア等の活動拠点や待機場所、仮眠スペースなどを始め、ト

イレやシャワー等の衛生空間、食事の提供場所など、様々な用途

で活用することができます。その一方で、トレーラーハウスは導

入費用や維持管理費用が高額となる点や移動に大型免許やけん引

免許が必要になる点、大型車両であるため、通行できる道路や設

置できる場所に制限がある点など、費用面や運用面においての課

題も挙げられております。 

 さて、森町における災害時の仮設建物の調達については、民間

事業者と「災害時における物資（ユニットハウス等）の供給に関

する協定書」を令和４年３月に締結しており、有事の際には、す

みやかにユニットハウスを供給していただける体制となっており

ます。ユニットハウスとは、ほぼ完成された箱形の建物を現地に

運んで設置するもので、設置に要する日数も最短で１日と短く、

トレーラーハウスと同じような用途で使用することができるもの

でございます。このように、トレーラーハウスと類似した用途の

ユニットハウスを調達できることやトレーラーハウスが抱えてい

る課題等を踏まえますと、本町においてはトレーラーハウスを保
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有するのではなく、災害が発生した際に民間業者等との連携によ

り、必要な物を確保していくことが望ましいと考えております。  

 ２点目の「国の災害対応車両登録制度を町として活用していく

考えはあるか。また、町内の企業に災害対応車両登録制度を周知

し、災害対応車両検索システム（Ｄ－ＴＲＡＣＥ）に登録を呼び

掛ける考えはあるか。」についての御質問でございますが、災害対

応車両登録制度とは、トレーラーハウスやトイレカー、シャワー

カーなどの災害対応車両を平時から登録・データベース化してお

くことで、災害時に被災した自治体のニーズに応じた車両を速や

かに調達できるようにするための制度で、令和７年６月１日から

内閣府において運用が開始されております。被災自治体は、災害

対応車両検索システム（Ｄ－ＴＲＡＣＥ）を用いて車両を検索し、

災害対応車両の所有者と直接個別調整を行うことが可能となりま

す。 

 本町につきましては、昨年９月に災害対応車両登録制度の自治

体閲覧アカウントを取得しており、災害時にはいつでも使える防

災ツールの一つとなっております。トレーラーハウスやトイレカ

ー、シャワーカーなどの災害対応車両は、災害時の有用性が高い

ため、本町で災害が発生し、災害対応車両が必要な状況となった

場合は、この制度を活用し、災害対応車両の確保を図ることとし

ております。 

 また、町内企業への周知と登録の呼び掛けについてでございま

すが、この制度の仕組みといたしましては、全国の登録車両から

被災地のニーズに応じた車両を探すものであるため、本町が被災

した場合は、基本的には被災していない地域の中から災害対応車

両を依頼することになろうかと思います。したがいまして、本町

としての災害対策を考えるのであれば、町内事業所の登録よりも、

全国的な登録台数の増加が重要になるものと考えます。 

 参考までに、令和８年２月 27点での登録台数は 283台となって

おり、国が目標としている 1,000 台には到達していない状況にあ
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ります。現在、内閣府においては、ホームページやチラシを通じ

て周知・広報を行っているところでございますが、今後も登録台

数を増やしていく必要があるものと考えておりますので、町とし

ましても、町内企業に制度の広報を行うとともに、町のホームペ

ージ等を活用し、町内の皆様にも周知・広報をしていきたいと考

えております。 

 ３点目の「災害対応車両について、近隣市町との連携はどのよ

うになっているか。」についてでありますが、まず、南海トラフ地

震等に関しましては、近隣市町も含めた広域的な災害となること

が想定されるため、災害対応車両に関する連携ということは、な

かなか難しい状況になるのではないかと考えます。したがいまし

て、災害対応車両が必要となった場合には、議員御案内の災害対

応車両登録制度を活用し、被災地の外から車両を調達することに

なろうかと考えております。なお、令和７年度に牧之原市・吉田

町で発生した竜巻のように、局所的な災害が発生した場合は、被

災自治体からの要請に基づいて、県や近隣自治体などが物的・人

的な支援を行っております。仮に、本町が局所的な災害に見舞わ

れた場合は、県に支援要請を行うことになりますので、災害対応

車両が必要な状況となれば、災害対応車両を所有している県や県

内市町に御協力をお願いしたいと考えております。  

 以上、申し上げまして答弁といたします。 

（ 中根信一郎 君 ）３番、髙木幸広君。 

（ 髙木幸広  君 ）費用や運用面でトレーラーハウスの整備

がなかなか厳しいということと、あとユニットハウスが約１日で

調達できるという御答弁でありました。大規模災害の際は、どの

ような規模でどのような状況になるか分からないという部分もご

ざいます。もしそのユニットハウスが１日で調達できない場合と

かという想定も考えられているのでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）危機管理課長。 

（ 鈴木知寿  君 ）危機管理課長です。 
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 ただいまの髙木議員からの御質問にお答えをいたします。 

大規模災害時にユニットハウス等、１日で調達できるかどうか

といったところの御質問かと思います。こちらにつきましては、

大規模災害、どのような状況、どのような形で起きるかといった

ところはなかなか想像もつかないものですけれども、大規模災害

といいますと、当然広域的な被害といったところに関わってくる

と思います。そのような中で、当然災害対策本部等の設置とか、

あるいは職員も事務分掌に基づいての対応という形になりますの

で、なかなか現状ではトレーラーハウスを数日間で整備といった

ところは、難しいものなのかなと考えております。そのような意

味でも、避難所とか、避難場所とか、そういったところに町民、住

民は避難をしていただくというような形になろうかと思います。

以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）３番、髙木幸広君。 

（ 髙木幸広  君 ）１番目の答弁に関しては承知いたしまし

た。 

 ２番目のトレーラーハウスの登録制度に関しての再質問です

が、トレーラーハウスというのは車両としての登録となっており

ますので、なかなか森町としての所有の実態というのがつかめな

い部分もあるかと思います。国でもトレーラーハウスの登録に力

を入れておりまして、本町でもそれに賛同して行っていくという

ような形になると思うのですが、周知に関して、何か登録につな

げるための働きかけ、例えば商工会との連携とか、説明会の開催、

こういったものを行うお考えはあるでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）危機管理課長。 

（ 鈴木知寿  君 ）危機管理課長です。 

 ただいまの髙木議員からの御質問にお答えをいたします。 

 この災害対応車両登録制度の周知、広報、働きかけです。例え

ば町内の商工会といったようなところでございます。こちらにつ

きましては、現在のところ、先ほど町長からの答弁のとおり、昨
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年６月から、内閣府において運用が開始されているという制度と

なっております。そういった中で、なかなかまだ全国的にも周知、

広報がされているかといったところは、まだまだ十分ではないと、

登録台数も国が目標としている台数にはまだ満たしていないとい

ったような現状がございます。町も、こちらのシステム、ＩＤと

パスワード等は取得しておりますので、私も先日、こちらを閲覧

しましたけれども、県内でもまだ数台程度しか入っていないと、

登録されていないといったような状況になっております。周知、

広報ということは、当然国が進めておりますので、町としても重

要なことと考えておりますので、今後は、町としてまずはホーム

ページや回覧、広報での周知、広報。それから町内の企業とか、あ

るいは町内の事業所さん、ＲＶパークさん等、いろいろな形があ

りますので、そういったところにも、国のこういった制度が始ま

っておりますと、災害時には少し御協力いただけませんかといっ

たようなところは必要ということで考えておりますので、こうい

った働きかけは町としては積極的に行っていきたいということで

考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）３番、髙木幸広君。 

（ 髙 木 幸 広 君 ）とても重要なことだと思いますので、周

知に関しては積極的に取り組んでいただきたいと思います。 

 それでその登録に関して、この単なる呼び掛けだけではなく、

所有している個人や企業に対して、何かしらの優遇措置など、何

か登録することによるメリット等を明確にすることによって、よ

り登録が促進されるかと思うのですが、そういったことを検討す

るお考えはあるでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）危機管理課長。 

（ 鈴 木 知 寿 君 ）ただいまの髙木議員からの御質問にお答

えをいたします。 

 登録を受けた場合のメリットといったような御質問かと思いま

す。こちらにつきましては、町として現在のところ、具体的にと
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いったものはございませんけれども、国においては登録を受けた

場合は、例えば国とかが所有する公共施設に優先的に入構ができ

て、営業活動を営むことができるといったようなメリットがある

といったところでございます。したがいまして、町として今後当

然、検討していかなくてはいけないのですけれども、例えば登録

を受けた人が、町のイベント等に出店をしたいといったような場

合には、そこは優先的に来ていただいて、そのブースを設けると

か、そういったメリットといったところは考えていきたいと考え

ております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）ここでしばらく休憩をいたします。 

（ 午前１０時２３分 ～ 午前１０時３５分 休憩 ） 

（ 中根信一郎 君 ）休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ８番、川岸和花子君。 

 質問は一問一答方式です。 

 登壇願います。 

（ 川岸和花子 君 ）８番、川岸和花子です。 

 通告のとおり、以下の質問を 1問いたします。 

 「遠州の小京都リノベーション推進計画について」。町では遠州

の小京都リノベーション推進計画を作成し、歴史文化を継承する

建築物など、ハード的な実質的事業を進めている途中であり、森

町の更なる魅力創造と発信、次世代への文化の継承のために取り

組んでいることと認識しています。そこで、今後の方針も含め伺

います。 

 １、旧周智高校跡地公園の整備計画を進めてきているが、旧郡

役所の建物、現歴史民俗資料館の公園の歴史ゾーンへの移設は、

多額の費用が予想される。移設後は、蓮華寺周辺の魅力が低下す

ることも想像される。保存と活用の目的は分かるが、費用の面か

らも旧郡役所の移設の中止を検討されてはいかがか。 

 ２、旧児童館跡地整備も徐々に方向性が示され、観光機能を備

えた拠点建築物の構想も現実化してきている。拠点建築物完成後
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の周辺のまちづくりの具体的な方策は考えているか伺います。以

上です。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太田康雄  君 ）川岸議員の「遠州の小京都リノベーショ

ン推進計画について」の御質問にお答えいたします。  

 議員御承知のとおり、「遠州の小京都リノベーション推進計画」

は令和５年２月に策定され、現在、関連事業について全庁を挙げ

て取り組んでいるところでございます。 

初めに、本計画の概要につきまして、改めて御説明申し上げま

す。本計画は、町の中心部を計画対象地とし、既存の歴史的文化

的建築物や公共施設跡地を町が持つ潜在的価値、すなわちポテン

シャルとして位置付けております。これらを生かして新たな価値

を創出することで、にぎわいの創出と暮らしの質の向上を図り、

「遠州の小京都を舞台に、来訪者をもてなし、暮らしを楽しむま

ちづくり」を実現するものでございます。計画策定にあたりまし

ては、大きく三つの課題を抽出いたしました。一つ目に、居住地・

来訪地としての魅力を高め、多世代が長く住み続けられる定住環

境や町内外の交流を促進する取組が必要であること。二つ目に、

古寺古社や自然環境を生かした体験・レジャー施設などの観光資

源同士を結び付け、観光客の回遊性を高めるとともに、宿泊を伴

う長時間滞在を促進する取組が必要であること。三つ目に、遠州

の小京都の要素である歴史・文化の継承を促進する取組が必要で

あること。これら三つの課題に対しまして、計画に位置付けたハ

ード事業を中心とする施策により、にぎわいの創出と暮らしの質

の向上に取り組んでまいります。また、計画における主な検討案

件といたしましては、「歴史的文化的建築物の利活用」、「旧児童館

及び旧静岡銀行森町支店跡地の整備」、「旧周智高等学校跡地の整

備」、「旧さざんか荘跡地の整備」、「天竜浜名湖鉄道遠州森駅前の

整備」、「庵山公園の整備」の六つを掲げております。事業スケジ

ュールにつきましては、「歴史的文化的建築物の利活用」は長期に
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わたり実施していく方針ですが、他の五つの案件につきましては、

令和５年２月を起点に概ね 10 年以内の事業実施を目指しており

ます。これら検討案件の現在の主な進捗状況は、次のとおりでご

ざいます。「歴史的文化的建築物の利活用」につきましては、旧藤

江勝太郎家住宅の建物の改修が完了したところでございます。今

後は、まちづくり団体である一般社団法人城下社中により、藤江

勝太郎家を含む城下地区の歴史的文化的建築物の活用を進める予

定でございます。「旧児童館及び旧静岡銀行森町支店跡地の整備」

につきましては、町の歴史文化や観光の拠点を整備する「歴史文

化・観光交流拠点整備事業」を進めております。現在、建築に向け

た基本設計や周辺地域整備企画設計業務を行っているところでご

ざいます。「旧周智高等学校跡地の整備」につきましては、都市公

園整備と旧周智郡役所移築を合わせ、多世代が交流できる拠点を

創出する「多世代交流拠点整備事業」を実施してまいります。現

在、それぞれの施設について基本設計を進めているところでござ

います。「庵山公園の整備」につきましては、遺芳塔に代わる平和

祈念碑を森アリーナ東側芝生広場に整備し、遺族や多くの町民の

皆様の目に留まりやすくすることで、恒久平和への思いを次世代

につなげていけるよう進めているところでございます。また、そ

のほかにも遠州の小京都まちづくりを象徴するトータルデザイン

として、町民の皆様を始めとする町に関わる皆様の一般投票を経

て、遠州の小京都リノベーションまちづくりのロゴマークを作成

いたしました。なお、本計画における事業の財源確保策といたし

ましては、国の地域未来交付金の活用を想定しております。この

交付金は補助率が２分の１、単年度あたり最大 10億円が交付され

るものでございます。現在、町におきましては、この交付金を活

用すべく、二つの拠点整備事業の事業実施計画を内閣府へ申請し、

審査を受けているところでございます。一つ目は、旧児童館及び

旧静岡銀行森町支店跡地における「歴史文化・観光交流拠点整備

事業」、二つ目は、旧周智高等学校跡地における公園整備と旧周智
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郡役所移築をまとめた「多世代交流拠点整備事業」でございます。

計画には、これら各拠点の実施設計業務や造成工事、建築工事等

の費用を計上しております。交付金の内示につきましては、３月

末、あるいは国の令和８年度予算成立後となる予定でございます。

今後の拠点整備事業につきましては、この審査結果を踏まえたう

えで、着実に取り組んでまいります。 

 以上申し上げた計画の概要と現状を踏まえ、１点目の「費用の

面からも旧郡役所の移設の中止を検討されてはいかがか。」につき

まして、まず、旧周智郡役所の建物について申し上げます。現在、

森町立歴史民俗資料館として使用しております建物は、明治 18年

に現在の森小学校校庭の南側に建設された旧周智郡役所の庁舎で

ございます。大正 15年まで周智郡行政の拠点として使用されてお

りましたが、郡制廃止により周智郡役所としての役割を終えた後

は、静岡県地方事務所、商工会事務所などに使用されてきました。

昭和 48 年に森小学校敷地拡張に伴い解体することが決定いたし

ましたが、町内の有志で組織された旧周智郡役所保存会が払下げ

を受け、翌昭和 49年に蓮華寺敷地内に移築されました。現存する

郡役所の建物は県内唯一で大変貴重であることから、同年、町指

定文化財に指定されております。昭和 53年に保存会から町に寄附

され、資料館とするための改修工事を行い、昭和 54年７月に森町

立歴史民俗資料館として開館し、現在に至っております。 

 次に、移築検討の経緯を申し上げます。平成の初期、歴史・文化

の関心の高まりや施設・設備に対する要望を受け、町では新たな

歴史民俗資料館の建設を将来的な構想の中で検討しておりました

が、財政面の理由により建設が具体化されずにいたところ、平成

７年１月、阪神・淡路大震災が発生いたしました。その頃から、耐

震性の心配と土地が借地であることなどから移築の検討が始まり

ました。しかし、当時確認した見積もり額は約１億円と高額であ

り、また、移築先候補となる町有地も見当たらないため、具体的

な計画に至っておりませんでした。その後、学校統合により旧周
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智高校跡地が売却されることになり、町が県から購入するに当た

り、当該敷地を歴史民俗資料館の移築候補地とすることを検討し、

令和元年 10月締結の売買仮契約書に、歴史民俗資料館を指定用途

として示したところでございます。 

 遠州の小京都リノベーション推進計画では、旧周智高校跡地取

得時の構想を反映し、既存の森町立歴史民俗資料館を当該敷地へ

移転することを活用方策案としております。計画策定後は、より

具体的に移築について検討を行っているところでございます。ま

ずは、移築が可能なのか、文化財保存の視点から移築は望ましい

のか、費用はどのくらいか等について、有識者の意見を伺いまし

た。その結果、移築は可能であり、移築せず今の場所のまま耐震

補強を行うことも可能とのことでした。費用としては、事前に地

元業者に算出していただいた、移築と耐震補強で１億 3,000 万円

程度は、妥当な金額であるとの意見をいただいております。移築

可能の判断を受け、町三役及び各課課長で組織するリノベーショ

ン推進会議において、移築すべきか協議いたしました。移築しな

い選択肢もある中、現在の敷地ががけ地で、大雨の際には山側か

ら水が出るため湿気が多く、好ましい環境ではないこと、何より

も借地である以上、所有者の意向により土地の返還を求められる

懸念があること、さらに、移築候補地では、公園と一体的利用が

できることを踏まえまして、移築の方針で進めることを決定して

おります。その方針に基づき、本年度、旧周智郡役所移築等基本

構想策定業務を委託し、移築計画及び活用計画を策定していると

ころでございます。 

 議員御指摘のとおり、移築には多額の費用が必要となりますが、

建物自体に歴史的価値がある旧周智郡役所を将来にわたり保存し

ていくためにも、町有地に移築すべきと考えております。実施に

当たっては、先ほど申し上げましたとおり、交付金等を効果的に

活用し、財源を確保したうえで進めてまいります。また、議員御

指摘の「蓮華寺周辺の魅力の低下」についてでございますが、周
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智郡役所を移築したとしても、魅力が低下するとは考えておりま

せん。蓮華寺周辺を広いエリアで捉えると、旧周智高校跡地に周

智農林学校創設者である福川泉吾氏・鈴木藤三郎氏を顕彰する庭

園が整備されており、近くには墓所もございます。庵山公園には

鈴木藤三郎氏が建立した町指定文化財の観音像、明治期の横浜で

茶商として活躍した村松吉平氏の顕彰碑や森の石松浪曲歌碑がご

ざいます。蓮華寺には鋳物師山田七郎左衛門の墓、村松松風顕彰

碑があり、蓮華寺から八形山を越えて大洞院までの道は「歴史の

散歩道」としてハイキングコースになっており、入口付近には町

指定文化財の秋葉山常夜灯がございます。このように、蓮華寺周

辺は森町の歴史文化・自然を感じられる魅力的なエリアでござい

ます。旧周智高校跡地の公園基本計画においても、顕彰庭園から

旧周智郡役所までを歴史ゾーンと位置付け、看板等の設置により

森町の歴史を紹介するとともに、そこから歴史の散歩道へ誘導し

ていく計画でございます。旧周智郡役所を公園から見える位置に

移築することで、森町の歴史文化を知り、興味を持つきっかけに

もなると考えております。現在、森町の魅力や価値を町内外に伝

えるための情報発信がまだまだ不十分であると認識しております

ので、この部分も併せて取り組んでまいります。 

 続いて、２点目の「旧児童館跡地整備に関する拠点建築物完成

後の周辺まちづくりの具体的な方策」について申し上げます。 

 旧児童館及び旧静岡銀行森町支店跡地の整備につきましては、

議員御案内のとおり、歴史・文化の継承を促進するため、地域で

愛されている「森のまつり」や「遠江森町の舞楽」等の伝統文化を

体験・学習できる機能を有するとともに、来館者が交流・休憩で

きるスペースを有する体験学習施設の整備を予定しております。

あわせて、住民や観光客が施設及び周辺エリアに訪れやすい環境

を整えるため、駐車場やレンタサイクルの受付等の整備も予定し

ております。施設整備にあたりましては、令和６年７月１日から

令和７年９月 30までの期間に基本計画を策定し、伝統文化及び特
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産品紹介機能、情報発信拠点機能、住民・来訪者交流拠点機能を

有する施設とすることを基本コンセプトといたしました。また、

高級煎茶の産地である森町の特色を活かし、森町茶をフォーカス

コンテンツと位置付け、日本茶カフェスペースである茶寮を設置

することとしております。基本計画の策定内容につきましては、

令和７年 12月議会の全員協議会にて、議員の皆様に御報告させて

いただいたほか、町民の皆様へは令和８年１月号の広報もりまち

及び町ホームページで周知させていただいております。現在は、

基本計画に基づき、基本設計業務を実施しており、今後、実施設

計業務、建物建設工事へと進めてまいりたいと考えております。 

 さて、議員御質問の拠点建築物完成後の周辺まちづくりの具体

的な方策についてでございますが、基本計画の段階においては、

インバウンドを含めた観光客を受け入れるため、拠点施設整備後

の構想として、宿泊機能を備えた施設の開発や飲食機能を備えた

施設の開発等を検討しておりますが、現時点では、拠点施設整備

を最優先に進めており、周辺まちづくりについては、具体的な方

策の検討には至っていないのが現状でございます。今後、周辺ま

ちづくりの具体的な方策については、令和６年５月 30日に町と拠

点施設整備にも携わっている株式会社ＧＲＥＥＮＩＮＧ、町内金

融機関の静岡銀行、浜松磐田信用金庫で発足した森町まちなか賑
にぎ

わい創出推進コンソーシアムの中で、完成を目指す拠点施設の活

用とあわせて、周辺地域の空き地、空き家及び空き店舗等を活用

した店舗誘致や新たな取組等の検討を進め、魅力と活力ある中心

市街地の創出を目指してまいりたいと考えております。 

 以上、各跡地の整備・活用について申し上げました。  

 遠州の小京都リノベーション推進計画は、観光振興や商業振興

といった観点にとどまらず、文化の振興、関係人口や交流人口の

増加、移住定住の促進、子育て支援、そして景観や借景の維持な

ど、本町が抱えるさまざまな課題を解決するための施策を盛り込

んだ、町民一人一人にとって身近な計画でございます。このため、
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本計画を今後の森町における最重要施策と位置付けております。

事業の実施に当たりましては、多額の経費を伴うことから、引き

続き国の交付金や補助金を最大限に活用し、町の財政負担を最小

限に抑えながら、着実な実施に向けて取り組んでまいります。ま

た、今後のまちづくりにおきましては、この遠州の小京都リノベ

ーション推進計画に基づく事業に加え、ヤマハ発動機株式会社と

の包括連携協定に基づくｅＢｉｋｅやマウンテンバイク等を活用

した事業も推進してまいります。森町の持つ「ポテンシャル」と

「豊かな自然」を最大限に活かした、これら両輪の事業を展開す

ることで、魅力あるまちづくりに全力で取り組んでまいりたいと

考えております。 

 以上申し上げまして、答弁といたします。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）遠州の小京都リノベーション推進計画は、

遠州の小京都まちづくり基本構想、遠州の小京都まちづくり基本

計画からのハード面の推進として、具体的となったふるさと納税

を活用したりだとか、また先ほど国の交付金も活用したいという

お話がありましたが、リノベーション推進計画には私は賛成して

おります。その中でも旧周智高校跡地を都市公園に整備して、防

災拠点としての活用も含めて、町民の集まりやすく、また憩いの

場所となることにも賛成しておりますし、建設課さんが行った公

園のワークショップにも参加させていただいております。遠州の

小京都リノベーション推進計画、そして今年度作成の文化財保存

活用地域計画におきましても、この旧周智郡役所の建物、現歴史

民俗資料館の移設ということが、基本方針４の生かすというとこ

ろにも明記されておりまして、計画に取り組んでおられるという

ことです。この旧周智郡役所は建物として非常に貴重なものであ

るということも認識しております。以前は今の森小のところにあ

って、そこにあった頃には、先ほど商工会などの機能も入ってい

たりとか、また役場の機能があったり、図書館もあったなどとい
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うお話も伺っております。山本紀太さんという医師であり郷土歴

史家が保存会を立ち上げられて、また町へ寄贈されたということ

で、蓮華寺に今立っている経緯を伺いました。また昭和 53年には

町へ寄贈されて、町が 1,119 万円で改装されていると、現在は町

指定の文化財となっているということでございます。 

 先ほど今年度の事業で、歴史民俗資料館移築等基本構想委託と

いうのをされておりますが、移築には１億 3,000 万円という大き

な金額がかかるということを御説明いただきましたが、そのほか

にこの基本構想委託はちょっと特徴的なことというか、金額のほ

かにどのような内容になっていたかというのを伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）社会教育課長。 

（ 三澤由紀子 君 ）社会教育課長です。 

 川岸議員の御質問にお答えいたします。 

 現在、移築等基本構想策定業務を城下にも関わっていただいて

おります一般社団法人創造遺産機構（ＨＥＲＩＴＡ）さんに委託

をして、郡役所も関わっていただいております。主には移築計画

と活用計画、その辺について今進めていただいておりまして、ま

もなく完了になる予定となっております。移築計画につきまして

は、過去の資料館の歴史等細かく調査いたしまして、過去の資料

等をひも解きまして、どういった建物であったか、そういったと

ころを今まとめていただいているところであります。あわせて、

どういった活用が望ましいのか、それで今、提案していただいて

いる活用をするに当たってはどのような費用がかかって、どうい

うような配置するのが望ましいのかといったところを委託業務の

中で行っていただいております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）建設課さんで、旧周智高跡地を公園整備

ということも計画いただいているのですけれども、こちらは計画

がまだ完全にできてないのですが、どれぐらいの金額になると想

定されておられますか。 
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（ 中根信一郎 君 ）建設課長。 

（ 緩 鹿 英 文 君 ）建設課長です。 

 ただいまの川岸議員の御質問にお答えします。 

 現在、周智高跡地の公園整備ということで基本設計を進めてお

ります。その中で公園整備の概算の事業費ということで考えてお

りますけど、おおよそ６億 7,000 万円。そのうち実施設計分が

1,900万円ほどありますので、公園整備としましては、６億 5,000

万円くらいになろうかと思います。ただこの金額につきましては、

本当に概算で、具体的にどこまでの整備をするとか、例えば遊具

一つとっても、大きな複合遊具を作るとなればまた金額も変わっ

てきますし、その辺も含めて現時点においては公園事業費という

ことでは６億 7,000 万円程度を考えています。あわせて、防災面

における地下貯留施設そういったものもありますので、含めて検

討していきたいと考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）今お話も伺って、町が本気で未来の森町

を進めていこうとしているということがよく分かりましたが、周

智高校跡地の公園に６億円以上の金額がかかるという中で、やは

り私の中では歴史民俗資料館の移設が本当に必要だろうかと、検

討されたというお話ですけれども、アメリカのイスラエルによる

イラン攻撃であるとか、ベネズエラの攻撃であるとか、ロシアの

ウクライナの戦争もまだ終わってない世界が混とんとしている中

で、おそらく日本も少なからずこれからも影響を受けていく。そ

の中で巨額と予想されるこの移設に関しては、先ほどお話ありま

したように耐震で進めるであるとか、このあと２番目の質問にあ

る旧児童館跡地の周辺のまちづくりにお金をかけた方がいいので

はないかなと思いますが、そこは変わらないでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）川岸議員から再度、旧周智郡役所の移設

については、高額の費用が予想されることから見直して、その分
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をまちなか整備に振り分けたらどうかという御質問でございます

が、確かに今、川岸議員がおっしゃられたようにアメリカ、イス

ラエルによるイランへの攻撃、またロシアのウクライナ進行も長

期化しており、非常に混とんとしたといいますか、そういった国

際情勢であるということは、そのとおりだと思います。またその

国際情勢の混乱が原油高ということで、日本の社会経済活動にも

大きな影響を及ぼしているということも事実であると思っており

ます。しかしながら、今この段階で計画を見直すというところま

での必要性はないのではないかと思っています。さらにこの紛争

が長期化し、その影響が森町の財政に大きく及ぶということが想

定されれば、当然計画の見直し、これはリノベーション推進計画

に留まらず、いろいろな面で事業の見直し、予算の見直しを行わ

なければならない事態もあろうかと思いますが、今はまだその段

階ではないと考えておりますので、先ほど答弁いたしましたよう

な計画で進めていく考えでございます。 

 また旧児童館跡地及び旧静岡銀行森町支店跡地の建物整備が完

了した後の周辺の整備につきましては、どこまで町が公費を使っ

てやるかということについて、その点については、現在具体的に

は考えておりません。と言いますのも、そもそも遠州の小京都の

リノベーション推進計画は町が所有する町有地、町有物件につい

て、それをリノベーションしていくということで、そこを拠点と

して周辺の更なる整備は、民間活力を活用した方向で進めていき

たいと考えております。これは城下地区におきましても、藤江勝

太郎家については町有施設でございますので、町が整備をいたし

ますが、その後の周辺整備については、一般社団法人城下社中を

中心にＨＥＲＩＴＡの支援を受けながら、民間活力による開発整

備を考えているところでありますので、森のまちなかの整備につ

きましても同じような方向性で考えているところであります。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）全体に進めておられる現状の森町の計画
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でも、民間活力を活用してともにやっていくという意識がやはり

町民にも我々にも必要だなということを今感じました。 

それで旧郡役所のことですけれども、今蓮華寺さんの境内にあ

りまして１年で７万円という安価な借地料となっております。な

ので、蓮華寺さんと何かそこの移転に関してお話があったのか、

現在の御住職とお話をされているかという点を伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）社会教育課長。 

（ 三澤由紀子 君 ）社会教育課長です。 

 ただいまの川岸議員の御質問にお答えいたします。 

 蓮華寺さんとの借地契約についてですけども、数年前に住職さ

んがお亡くなりになりまして、その後、現在の契約については、

代表役員と契約を結んでおります。当然契約を新たに結ぶに当た

っては、当時の契約内容を確認していただいて、そのうえで同額

の７万円ということで御了解をいただいて、契約を締結している

ところであります。当然今、蓮華寺さんの土地に郡役所、歴史民

俗資料館がございますので、こういった計画があるということは

もちろんお話をしておりまして、計画を進めている中で、少し内

容が具体的になってきましたので、時期につきましてはもう少し

先をイメージしておりましたけども、今のまま進んでいきますと、

数年で移築に取りかかれる状況でございますので、またその辺の

スケジュールがはっきりしてきましたら、改めて詰めていきたい

と考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）旧郡役所ですけど、現民俗資料館は森町

のアイデンティティである部分が大きいと思っています。歴史を

伝える大切な存在であるし、昔からの慣習とか伝統を学んで、ま

ずよく確保したうえで、教養とか教育とか、森町民の誇りが育つ

と思う大切な場所だと思いますが、この建物とまた中の資料を見

られるという、その魅力が大きいと私は思っております。この移

設した後というのは、例えば喫茶であるとか、そういうお話も出
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ておりましたが、歴史文化を伝えるということは大切だと思いま

すので、資料の整理、今番号を付けてデータ化されておりますが、

整理は必要だとは思いますが、今後どのように、町内外の人に展

示し、伝えていこうと考えておられるか伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）社会教育課長。 

（ 三澤由紀子 君 ）社会教育課長です。 

 川岸議員のただいまの御質問にお答えいたします。 

 現在の計画ですと、歴史民俗資料館として移築するのではなく

郡役所として移築して、一時的には現在の歴史民俗資料館にある

資料は展示する場所がなくなるというような想定になっておりま

す。現在の歴史民俗資料館はとても物が多くて、展示施設として

は良い状態ではないと感じているところも確かでございます。 

 今年度、藤江勝太郎家の改修が完了いたしましたので、勝太郎

氏に関する展示物はそちらへ移動するという考えです。また、次

に整備される旧児童館及び旧静岡銀行跡地では、伝統文化を知る

ことができる施設となってきます。このように森町の歴史や文化

を学ぶことができる施設は一つである必要はないと考えておりま

す。分散することで町内を周遊してもらうことができます。現時

点では一つの構想に過ぎませんけども、リノベーション計画を推

進する中で活用できる施設を増やし、町内どこでも資料館という

のも面白いのではないかと考えているところであります。一つの

ところでいろいろなものが見られてというのは理想ではあります

けども、新しい施設を作るというのも現実的ではないと思ってお

りますので、そういったところで森町の歴史文化を楽しんでいた

だければと考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）この旧周智郡役所がアリーナの横の公園

で歴史ゾーンとして、シンボルとして立つというのは確かに見た

感じも歴史を大事にしている町だとも感じられますし、理想的だ

とは思うのですけれども、先ほど町長の答弁にもありましたよう
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に、歴史ゾーンとして蓮華寺方面への散策、また大洞院方面への

歴史の散歩道とか、人気のあるコースへの導入としても良いと思

いますが、そのほかにも大門東公民館が森町の報徳社であったり、

報徳思想が森町が発展したことを想像させる一つでもあると思う

のですけれども、それでもやはり移設というよりこの場所にあっ

た方が、私はその蓮華寺地区の魅力が上がるのではないかと最後

まで思うわけですが、確かに公園のところにカフェがあるとお母

さんとかいろいろな散策の人がカフェを利用したりというところ

も求められているところかもしれませんが、この旧郡役所の建物

でなくても、例えばおしゃれなコンテナとか、割と簡単に設置す

るお店みたいなものでも良いのではないかと思いますが、その点

はどうでしょう。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太田康雄  君 ）旧郡役所の移築についてでございますが、

１回目の答弁でも申し上げましたように、この旧郡役所を解体し、

昭和 49年に現在の場所に移築をしたということでございますが、

当然その当時のことを私は覚えているわけではありませんが、有

志の皆さんがこれを残そうという機運で移築先を探した結果、今

のところに落ち着いたと認識をしております。では今のところが

ふさわしいかという点につきましては、１回目の答弁でお答えい

たしましたように、借地であること、またがけ地であるがゆえに

雨水等の処理に課題があること、これはおそらく移築をした当初

から挙げられていた課題であると思います。その課題解決につい

て、これまで長い間、表面的に浮かび上がってきたり、またそう

でなかったりはしてきていると思いますが、長い間、課題として

抱えていた問題でありまして、この度、旧周智高校跡地を町が購

入するに際し、移築先としてふさわしいと考えているところです。

元々あったところ、森小学校の南側、元の場所に戻すというのが

本来であるかもしれませんが、それも現状ではかないませんので、

ベターな策として、旧周智高校跡地への移築を考えているところ
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であります。ですので、これまでの経緯も含めて御理解をいただ

ければと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）承知いたしました。 

では、２番目の質問に移らせていただきます。 

 旧児童館跡地の整備は観光拠点として伝統文化を紹介したり、

情報発信機能、また住民と来訪者の交流という拠点として、基本

計画設計等が進んでいるということでございます。また、その先

の周辺整備計画等については、まだこれからということで、また

令和６年には森町まちなかコンソーシアムが立ち上がっておりま

すので、民間の活力を活用できるという方向も承知いたしており

ますが、まだ具体的にはなっていないと思いました。旧児童館跡

地の観光拠点を中心に、そこから町をどのようにしていくかとい

うところの理念が大切だと思いますので、森町の文化を理解して、

何を残して、何をどう見せていって、どのように作っていくかと

いうことが大切だと思います。 

 スライドをお願いします。 

 以前に視察に行ってきたところの御紹介をしたいと思います。

長野県小布施町というところで、栗のお菓子が有名なところです

けれども、地元の豪商がいて、葛飾北斎がよく訪れたということ

で、そのような芸術文化を中心にしたまちづくりと、あと栗の地

元ブランドということと、あと風情のある壁の細い道を通って街

を楽しむというような街になっています。そのほか、自宅の庭を

オープンガーデンにして自由に観光客が庭を楽しんでもらえるよ

うな、ちょっと細い道を通っていくような、面白い、ちょっとわ

くわくするような、そういう歩ける街でした。その小布施町の前

の町長である市村様からお話を伺ったのですけれども、その人が

一番に言っておられたのは、まちづくりにはフィロソフィー、哲

学が大切だとおっしゃっていたわけですけれども、その町らしさ

が一番大切で、箱物だけを作ったのでは無駄になるというような
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ことをおっしゃっておりました。これからのまちづくりにおいて、

森町らしさというのをどのように捉えておられるかということを

ちょっとふんわりとした質問ですけれども、どう捉えておられる

かということを改めて伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太田康雄  君 ）例に挙げていただきました小布施町への

視察につきましては、私も同行させていただきましたので、その

様子は拝見をさせていただきました。小布施町は小布施町として

小布施町ならではのまちづくり、その伝統的な住宅の配置であっ

たり、また細い路地を復元して活用するということで取り組まれ

ているということは、私も視察をさせていただきました。 

 では森町はどうかということでございますが、常々申し上げて

おりますのは、森町が森町らしさを出しつつ、どのようなまちづ

くりを進めるかということにつきましては、やはり遠州の小京都

森町ということが森町らしさであるというように考えておりま

す。ですので、その考えに基づいて遠州の小京都まちづくり基本

構想、基本計画の策定を進め、具体的に進めるための遠州の小京

都リノベーション推進計画に現在取り組んでいるところです。そ

の中で、今回遠州の小京都リノベーション推進計画では、先ほど

来申し上げておりますように、町有施設のリノベーションという

ことが一つの目的でもありますので、まちなかが中心になってい

ますけれども、当然遠州の小京都森町はまちなかだけでなく、町

全体で表現していくものであると思っていますので、そういう観

点で今後も取り組んでまいりたいと思っております。もう少し具

体的といいますか、狭い範囲で申し上げれば、現在取り組んでい

るリノベーション推進計画はまちなかのまちづくりになるわけで

すが、これまでの答弁でも申し上げているように、来訪者、訪問

者が楽しむだけでなく、そこに住む人たちの生活の質の向上もあ

わせて図っていくということでございます。ただ来た人が喜んで

帰っていかれるだけでなく、そのことによって、そこに住んでい
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る人たちも町に対する愛着を深め、理解を深め、そしてシビック

プライドを醸成していくことで町に対する誇りを持ち、そして自

らの町を大切にする思いを醸成していくということを目指してい

るところであります。ですので、森町は小布施のように、小さな

路地はありますけれども、まちなかではそれほど家の中を通ると

いうような路地はないと考えております。ですので、ほかでやっ

ているから、こうするということではなくて、森町らしく、森町

らしさを活かしたまちづくりを進めてまいりたいと考えていると

ころです。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）次のスライドをお願いします。 

 次は、愛知県の犬山城の城下町に視察しに行ったものです。国

宝の犬山城の城下町という、その土地の人にしたら当たり前のこ

とですけれども、そこにいるとそれが当たり前すぎて、それに価

値があるということを再認識するということから始めたというこ

とです。10年間で 15億円をかけられたということで、お城がよく

見えるように景観に支障となる市の体育館を取り壊したり、電線

を地中に入れられたり、あと建物の修理などにかけたということ

でした。とにかく木造の建物は傷んでくるので、持ち主は建て替

えたいのですけれども、昔からある古い建物が市民にとって当た

り前にあるから、簡単に潰してしまうというところで止めるとこ

ろが大切だということを伺いました。そして先ほど町長がおっし

ゃったように、やはりそこに住んでいる人との交流が大切で、ま

た犬山市では住民との対話を大変重視されておられて、おそらく

住民とのトラブルとかがあったから、その経験からそういう方策

をされていると思うのですけれども、職員がいろいろな会議、い

ろいろな人の意見を聞いて回って、また住んでいる人もともに、

観光に関係のある人もない人もいろいろな分野の人が観光という

自分の町の特徴を通じて町が成長していくという姿勢を浸透させ

るというところから始めたということです。また、あえて市民と
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の対話の機会、川の側でイベント、何か食べたりとか、そういう

形で川辺でイベント、楽しいことをやって、職員と市民が意見を

交わしていくという方法をとっておられました。 

 森町においても城下のまちづくりも一緒ですけれども、やはり

住民との意識のすり合わせとか話合いが大切だと思うのです。ど

のように進めていくかとか、対象になる地域の人と話しながら、

また町の価値を伝えながら、特に東京のＧＲＥＥＮＩＮＧさんは

本当に客観的に見ることができると思いますので、そういうこと

を町民にも伝えていく、そういう必要があると思いますけれども、

そのような町民との対話をしていくような予定とか計画とかはあ

るでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）政策企画課長。 

（ 鈴 木 勇 登 君 ）政策企画課長です。 

 川岸議員の再質問にお答えをいたします。 

 住民との対話が必要ではないかという御質問かと思います。 

 おっしゃるとおり、住民参加、または町内事業者の参加、そう

いったところは非常に必要なことであると考えておりまして、共

に創っていく、共創という考え方につきましては、現在策定中の

第 10 次森町総合計画においても重要な要素として取り入れてい

く予定でございます。また地域の多様な主体、こういったことの

参画も意識して取り組んでまいりたいということで考えておりま

す。この件に限らずリノベーション計画全体ということでお話を

させていただきますけども、策定時に町民に計画をお示しした、

それ以降、森町を語る会ですとか町内会長が集まる会議等でスポ

ット的に説明をしているというのが現状でございます。そこで意

見交換も交わしているといったのが現状でございます。こうした

遠州の小京都リノベーション推進計画の進捗について、トータル

的に発信する方法についても今後検討してまいりたいと同時に、

そういった対話、どういうことが可能なのか、また多様な主体の

参画、そうしたところも意識をしてまた進めてまいりたいと考え
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ております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）その点も含めて、総合計画にも入れてい

ただきながら、意識していただけたらと思います。 

 最後に遠州の小京都リノベーション計画の今の計画は、先ほど

おっしゃられたように、町の中心部、この先 10年で実施していく

と、またその後も続いていくのですけれども、今年度、社会教育

課で作成していただいた森町文化財保存活用地域計画というもの

が、歴史を含め、ものすごく詳しいうえに分かりやすくまとめら

れているのです。それを今後申請して承認を待つという話ですが、

これを基に遠州の小京都リノベーション計画の範囲をやはり広げ

ていただきたいという思いがあります。例えばですけど、ちょっ

と具体的過ぎてあれですが、飯田地区の遍照寺の大仏であるとか、

飯田城址などがありますので、まだまだ知られてない、せっかく

すごく良い資源がある中で、遠州の小京都の価値を上げるという

ことにもなると思いますので、先ほど町長もこれからほかのとこ

ろもというようなお話がありましたけれども、この文化財保存活

用地域計画が本当にしっかりとよくできておりますので、それを

参考にほかのところも検討していただくということはできますで

しょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）遠州の小京都リノベーション推進計画の

次なる計画ということで御質問をいただいたかと思います。 

 先ほども申し上げましたように、遠州の小京都森町は、この中

心市街地だけではない、いろいろな要素で構成されているもので

ありますので、そういったものをより多くの皆さんに知っていた

だいて、だからこそ遠州の小京都だということを説明するために

も、これからも取り組んでいかなければならないと考えておりま

すが、度々申し上げますけども、このリノベーション推進計画に

ついては、町有施設をリノベーションするということが一つの目
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的でありますので、今後、その対象を民間所有の施設であったり、

あるいは宗教団体であったりといったときに、どこまで公費を投

入できるかということについては慎重に研究をしなければなりま

せんし、そのほか、城下地区で始まりました地域の皆さんによる

活動、そういったものを通じて、そういったものに対する国の補

助であるとか、そういった制度も研究しながら町が全てをやるの

ではなく、地域の皆様、町民の皆様が主体となって自分たちの地

域を活性化していく、自分たちの地域にある資源を磨いていくと、

そういった活動へと結びつけてまいりたいと考えております。 

それから少し戻りますけれども、旧周智郡役所の移転について

は、その活用方法として歴史民俗資料館ではなくカフェ等も含め

た形で、民間活用を検討しておりますけれども、そこに至った要

因といたしましては、総合体育館森アリーナを利用される人から

近くに飲食する施設がない、飲食の場がないというお声もありま

した。そういったお声も拾いながら、単に歴史伝統文化の保存活

用だけでなく、そうでない人の御意見も拾いながら、それを併せ

て実現できるような形も考えておりますので、そういった面でも

住民の声、それは来訪者、定住者に関わらず、そういった人々の

お声も伺いながら、少しでも課題解決につなげてまいりたいと考

えているところです。 

（ 中根信一郎 君 ）以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次回の議事日程の予定を報告します。 

 ３月 25 日午前９時 30 分、本会議を開き、付託議案に対する委

員長報告、討論、採決等を行います。 

 本日はこれで散会します。 

 

 

      （ 午前１１時３５分 散会 ） 


